
 

  
 

一

 
 

 

外
国
人
の
技
能
実
習
の
適
正
な
実
施
及
び
技
能
実
習
生
の
保
護
に
関
す
る
法
律
案
に
対
す
る
修
正
案 

 

外
国
人
の
技
能
実
習
の
適
正
な
実
施
及
び
技
能
実
習
生
の
保
護
に
関
す
る
法
律
案
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
修
正
す
る
。 

 

第
八
条
第
二
項
第
九
号
中
「
技
能
実
習
生
」
を
「
報
酬
、
労
働
時
間
、
休
日
、
休
暇
、
宿
泊
施
設
、
技
能
実
習
生
が
負
担
す

る
食
費
及
び
居
住
費
そ
の
他
の
技
能
実
習
生
」
に
改
め
る
。 

 

第
九
条
第
九
号
中
「
技
能
実
習
生
」
を
「
技
能
実
習
生
に
対
す
る
報
酬
の
額
が
日
本
人
が
従
事
す
る
場
合
の
報
酬
の
額
と
同

等
以
上
で
あ
る
こ
と
そ
の
他
技
能
実
習
生
」
に
改
め
る
。 

 

第
二
十
七
条
第
二
項
中
「
第
四
条
第
七
項
」
を
「
第
四
条
第
八
項
」
に
、
「
第
三
十
三
条
の
六
」
を
「
第
三
十
三
条
の
五
」

に
、
「
第
三
十
三
条
の
七
」
を
「
第
三
十
三
条
の
六
」
に
改
め
る
。 

 

第
八
十
七
条
第
二
号
中
「
業
務
」
の
下
に
「
（
次
号
に
掲
げ
る
業
務
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
）
」
を
加
え
、
同
条
第
六

号
を
同
条
第
七
号
と
し
、
同
条
第
三
号
か
ら
第
五
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、同
条
第
二
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。 

 

三 

技
能
実
習
を
行
う
こ
と
が
困
難
と
な
っ
た
技
能
実
習
生
で
あ
っ
て
引
き
続
き
技
能
実
習
を
行
う
こ
と
を
希
望
す
る
も
の

が
技
能
実
習
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
技
能
実
習
生
か
ら
の
相
談
に
応
じ
、
必
要
な
情
報
の
提
供
、
助
言
そ
の
他
の

援
助
を
行
う
と
と
も
に
、
実
習
実
施
者
、
監
理
団
体
そ
の
他
関
係
者
に
対
す
る
必
要
な
指
導
及
び
助
言
を
行
う
業
務 



 

  
 

二

 
附
則
第
一
条
中
「
平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
」
を
「
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
」

に
改
め
る
。 

 

附
則
第
九
条
の
う
ち
国
立
国
会
図
書
館
法
別
表
第
一
沖
縄
振
興
開
発
金
融
公
庫
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
改
正
規
定

の
う
ち
外
国
人
技
能
実
習
機
構
の
項
中
「
平
成
二
十
七
年
法
律
第 

 
 

号
」
を
「
平
成
二
十
八
年
法
律
第 

 
 

号
」
に
改

め
る
。 

 

附
則
第
十
条
の
う
ち
風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
第
四
条
第
一
項
第
二
号
に
次
の
よ
う
に
加

え
る
改
正
規
定
の
う
ち
ワ
中
「
平
成
二
十
七
年
法
律
第 

 
 

号
」
を
「
平
成
二
十
八
年
法
律
第 

 
 

号
」
に
改
め
る
。 

 

附
則
第
十
二
条
の
う
ち
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
別
表
第
一
の
二
の
表
技
能
実
習
の
項
下
欄
第
一
号
イ
及
び
ロ
の
改
正

規
定
の
う
ち
イ
中
「
平
成
二
十
七
年
法
律
第 

 
 

号
」
を
「
平
成
二
十
八
年
法
律
第 

 
 

号
」
に
改
め
る
。 

 

附
則
第
十
四
条
の
う
ち
行
政
事
件
訴
訟
法
別
表
沖
縄
振
興
開
発
金
融
公
庫
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
改
正
規
定
の
う

ち
外
国
人
技
能
実
習
機
構
の
項
中
「
平
成
二
十
七
年
法
律
第 

 
 

号
」
を
「
平
成
二
十
八
年
法
律
第 

 
 

号
」
に
改
め
る
。 

 

附
則
第
十
五
条
の
う
ち
所
得
税
法
別
表
第
一
沖
縄
振
興
開
発
金
融
公
庫
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
改
正
規
定
の
う
ち

外
国
人
技
能
実
習
機
構
の
項
中
「
平
成
二
十
七
年
法
律
第 

 
 

号
」
を
「
平
成
二
十
八
年
法
律
第 

 
 

号
」
に
改
め
る
。 



 

  
 

三

 
附
則
第
十
六
条
の
う
ち
法
人
税
法
別
表
第
二
医
療
法
人
（
医
療
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
五
号
）
第
四
十
二
条
の
二

第
一
項
（
社
会
医
療
法
人
）
に
規
定
す
る
社
会
医
療
法
人
に
限
る
。
）
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
改
正
規
定
の
う
ち
「
（
昭

和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
五
号
）
」
を
削
り
、
外
国
人
技
能
実
習
機
構
の
項
中
「
平
成
二
十
七
年
法
律
第 

 
 

号
」
を
「
平

成
二
十
八
年
法
律
第 

 
 

号
」
に
改
め
る
。 

 

附
則
第
十
七
条
の
う
ち
印
紙
税
法
別
表
第
三
国
立
研
究
開
発
法
人
海
洋
研
究
開
発
機
構
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
九
十
五
号
）

第
十
七
条
第
三
号
（
業
務
の
範
囲
）
の
業
務
に
関
す
る
文
書
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
改
正
規
定
の
う
ち
外
国
人
の
技

能
実
習
の
適
正
な
実
施
及
び
技
能
実
習
生
の
保
護
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
七
年
法
律
第 

 
 

号
）
第
八
十
七
条
第
一
号

及
び
第
五
号
（
同
条
第
一
号
の
業
務
に
係
る
業
務
に
限
る
。
）
（
業
務
の
範
囲
）
の
業
務
に
関
す
る
文
書
の
項
中
「
平
成
二
十

七
年
法
律
第 

 
 

号
」
を
「
平
成
二
十
八
年
法
律
第 

 
 

号
」
に
、
「
第
五
号
」
を
「
第
六
号
」
に
改
め
る
。 

 

附
則
第
十
八
条
の
う
ち
登
録
免
許
税
法
別
表
第
一
中
第
六
十
三
号
を
第
六
十
二
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る

改
正
規
定
の
う
ち
第
六
十
三
号
中
「
平
成
二
十
七
年
法
律
第 

 
 

号
」
を
「
平
成
二
十
八
年
法
律
第 

 
 

号
」
に
改
め
る
。 

 

附
則
第
十
九
条
の
う
ち
住
民
基
本
台
帳
法
別
表
第
一
の
四
十
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
改
正
規
定
の
う
ち
四
十
の
二

の
項
中
「
平
成
二
十
七
年
法
律
第 

 
 

号
」
を
「
平
成
二
十
八
年
法
律
第 

 
 

号
」
に
改
め
る
。 



 

  
 

四

 
附
則
第
二
十
条
の
う
ち
消
費
税
法
別
表
第
三
第
一
号
の
表
沖
縄
振
興
開
発
金
融
公
庫
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
改
正

規
定
の
う
ち
外
国
人
技
能
実
習
機
構
の
項
中
「
平
成
二
十
七
年
法
律
第 

 
 

号
」
を
「
平
成
二
十
八
年
法
律
第 

 
 

号
」

に
改
め
る
。 

 

附
則
第
二
十
一
条
の
う
ち
独
立
行
政
法
人
等
の
保
有
す
る
情
報
の
公
開
に
関
す
る
法
律
別
表
第
一
沖
縄
振
興
開
発
金
融
公
庫

の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
改
正
規
定
の
う
ち
外
国
人
技
能
実
習
機
構
の
項
中
「
平
成
二
十
七
年
法
律
第 

 
 

号
」
を

「
平
成
二
十
八
年
法
律
第 

 
 

号
」
に
改
め
る
。 

 

附
則
第
二
十
二
条
の
う
ち
独
立
行
政
法
人
等
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
別
表
沖
縄
振
興
開
発
金
融
公
庫

の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
改
正
規
定
の
う
ち
外
国
人
技
能
実
習
機
構
の
項
中
「
平
成
二
十
七
年
法
律
第 

 
 

号
」
を

「
平
成
二
十
八
年
法
律
第 

 
 

号
」
に
改
め
る
。 

 

附
則
第
二
十
三
条
の
う
ち
公
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る
法
律
別
表
第
一
沖
縄
振
興
開
発
金
融
公
庫
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に

加
え
る
改
正
規
定
の
う
ち
外
国
人
技
能
実
習
機
構
の
項
中
「
平
成
二
十
七
年
法
律
第 

 
 

号
」
を
「
平
成
二
十
八
年
法
律
第

 
 

 

号
」
に
改
め
る
。 

 

附
則
第
二
十
四
条
の
う
ち
厚
生
労
働
省
設
置
法
第
九
条
第
一
項
第
四
号
の
改
正
規
定
中
「
平
成
二
十
七
年
法
律
第 

 
 

号
」



 

  
 

五

を
「
平
成
二
十
八
年
法
律
第 

 
 

号
」
に
改
め
る
。 

 

附
則
第
二
十
四
条
中
厚
生
労
働
省
設
置
法
第
二
十
一
条
第
一
項
の
改
正
規
定
を
削
る
。 


